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=00-00）を設定，それを起点に 4m× 4mグリ ッドを
















































































































1981, 1983' 1984，吉崎編 1985，北海道大学埋蔵文


















































1981, pp.15～16) . 
3 ゲリッドの設定と遺構・遺物の実測・取り上げ法
まず，構内基準点No.2からぬ 1 （第 2図）を指準し，
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位置： 12-11(33)' 12・12(30)' 13-11(03)' 13・12(00)





みると ，この墓の土層堆は客土および整地層の第 I' JI 
•' 
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1、三思包 物 番号 墳底
I里 土
3 2 
土 （固 体 1 4 
器 帰属不 明片 1 
石器 スク レイ Jf- 53 
1 
1 
剥 片 砕片 3 ( 4) 5 (65) 37 (57) 21 (79) 
ガ ブ ス 玉 ］～3 3 
ぷ口〉、 計 10 75 95 102 
注：剥片 ・砕片の（ ）は浮僻選別による数























2 2号墓 （第 9図 l，第10図 1)










第四層 合計 関連遺構、ブロック 図
10 14 ブロック76、7 第32図3、第33図3
3 
1 第42図3





埋土 2層－黄色土層．土塘の東 ・南 ・西側では壁より
内側に埋積している ．スミの細粒が混合しているのが観
察された．




















器 スクレイパー 21 一
剥片 砕片 1 (46) 11 (207) 36(467) 
五業 229 1 


































































































140 ． ． イ］＿2-11(22) 
184 






：：：：：：：：~：~：：：：：：：：：：｛＼＿ 2 u • ／［.：：：：：－・：土器個体番号1

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































は埋土 2層がもっとも多くく127点〉，埋土 1層がもっとそのうち，が浮遊選別によって回収されたものである ．
この出土傾向を滑石製平玉と比較すも少ない（64点）．塘底部と埋土 3 層で99.3~杉を占めており ， 墳中上部から
ると，もっとも多く含まれている層が剥片・砕片で埋土墳底部に集中していることが判明した．














































遺 物 番号 壌底
I里 土
3 2 
土 ｛固 体 7 
ウ 12 一 2 一
器 帰属不明片 4 1 
剥片 砕片 2( 2) 6(74) 10(117) 3(61) 
目楽 225 
滑石製平玉 308 413 4 
1口'."- 計 312 499 132 
注 ：剥片・砕片の（ ）は浮iof.選別による数
4 4号墓 〈第 9図2，第10図 2)
位置 ：12・12 (31) ' 12・12 (32)' 13・12 (01), 13・12
(02）グリッドにまたがる．そこは，標高13.8mの徴高

















遺 物 番号 壌 底
埋 土
3 2 
土器｜個 体 1 
剥片 砕片 3(81) 1 (45) 












t口" 。 。 86 52 
i主：剥片・砕片の（ ）は浮活字選別による数
I ポプラ並木東地区遺跡の調査 35 

























第皿層 合計 関連遺構、ブロック 図
1 1 1号墓、ブロック 6 第32図3、第33図3












5 5号墓 （第15図 l，第16図 1) 

















遺 物 番号 墳 底
I里 土
3 2 
（国 体 1 
土




石器 スクレイノマー 87 
3 
1 
剥 片 砕片 6(31) 11 (17) 2(22) 









滑石製平玉 。 13 2 2 


















第皿層 合計 関連遺構、ブロック 図



































































































































































































































遺 物 I墳底 l
埋 土
3 2 
剥片 砕片 ｜ 。 ( 1 ) 。 2 ( 5) 
止口』 計 I 。 1 。
注 ：剥片・砕片の（ ）は浮101差別による数
7 7号墓 （第 4図，第15図2，第16図 2' 3) 



























第皿層 合計 I関連遺構、ブロ ック｜ 図





















遺 物 番号 横底
埋 土
3 2 
｛固 ｛本 20 1 
土
42 2 ， 
器
帰属不明 片 1 
石器 スク レイ ；f- 91 1 
剥片 砕片 1 ( 1) 2(28) 5 (33) 
分 害リ T喋 83 1 
19 
磯 227 1 
187 
232 




















埋土 3層～ 1層－積底につくられた一段と低いピッ ト
の上に集中する傾向にある ．ただし，スクレイパーはそ
の集中区からはずれて出土した．



























ある ． 「土器個体番号 1」の破片は，l号墓に副葬され
41 ポプラ並木東地区遺跡の調査I 

























341点また 7号墓は 「線接合資料番号番号 1」の破片分布に，
I期に形成された 3基の墓ー 3号墓，9」にもとづき，
802点





















圃 磯器 磯：ー：ー：t土器片 i:):1剥片・' ・ー と土斗砕片そのうち「磯番号19」が副葬品と して 7号墓のもので，
国埋土 1層に埋納（第15図 2），「磯番号20」，「磯番号21」






な品目があげられる ．にみられる「土器個体番号 1」と「磯接合資料番号 9」



























示すのは 2号墓で約 9割 9分強にのぼる．また， 1号墓，
4号墓， 7号墓の 3基の墓は 9割前後の高率を示してい
る．出土遺物のなかに滑石製平玉が含まれていた 5号墓
でも 7割強を占め，もっとも頻度の低い 3号墓でさえ 3
割近くまで達している. 3号墓の場合，滑石製平玉が 7
割強を占めるという非常に特殊な状況にあるにもかかわ
























































































墓にみられた他の遺物一土器片 p スクレイ パー ，機器・
































































































片は 1号墓， 3号墓， 4号墓， 5号墓， 7号墓の 5基の
墓から出土していた．黒曜石製石器は，3号墓，4号墓













剥片 ・砕片であった．装身具はガラス玉が 1号墓から ，
滑石製平玉が 3号墓， 4号墓，5号墓から出土した．
これらの副葬品のうち，土器はすべて破片，磯器 ・礁














① ピット 1（第15図 2)







② ピット 2 （第 4図〉

















順に，「焼土 1J，「焼土 2」とよぶことにする（第 4図〉．
(2) 焼土の様相
① 焼土 1




















出土遺物 ：帰属不明土器片 4点，スグレイパー 3点
（石器番号15' 29' 50) （第38図〉，剥片 ・砕片693点
（第42図），磯剥片 3点（磯番号113, 129, 134) （第47
図〉，境沿 1点〈番号 4) （第52図〉，その他 1点（番号
46 
表 8 ブロックの属性
ブロック 位置グリッド 規模（cm）形状 遺物の種類・数量 標高（m)小ブロックの有無・状況
ブロック内接合・同
イ蒲 考一個体と距離
フやロック 1 12-11 (10～20) 100×40 帯状 磯剥片 5 13.85 




フーロック 3 410×140 不整形
土片抽器ク10 土器片76喋荒、器割。
13. 73
5く（小礁）のブ分ロ布ッにク もとづ 組最体6組）番大距号（離土3器3組、 嘩器3
含ピむット2を
12-10 23 ス レ砕イパ－ 9、 り機牒54 
12-10 32 暁剥 ・ 他片299、 8 14.08 4m強る （土器個






















フeロック 6 12 12110~ 130×110 不整形 機土器 1・喋、剥11片・砕片25 13. 97 l組（土器1組） よ5号び墓周上辺お






土器2砕嘩、4土器片 2 13.81 fo組er （土器 1組、機2組） よ4号び墓周辺上お12-12 31 スクレノ＼－ 2 9 m 
-12 33 




320×160 不整形 土器5 土器片23 13.86 3小ブロつック（礁の分 4組（土器3組、牒l組）
13-12 13 スクレイパーに瑞砕片石棺932、 布にもと く）
-   









240×110 不整情円 土器1 土ノf器片34 13 .89 ~組m 強（土器l組、機l組）




ブロック10 160×60 楕円形 土剥片器 l・砕、土片器15片2、 13. 99 l組（土器1組）











フーロック12 130×120 卵形 土器1 土器片 1 13.85 3組（土器1組、磯2組）
14-11 22 スクレイパ－10磯、剥片・砕片 90cm 





14 IO ;12; 160×70 不整形 土器1 土器片 4 13.86 -10 3 スクレ器イ ー5、剥有片孔・砕1片
14-10 22 13、喋 ・喋4、 目染
14-10 23 
フやロック14 110×30 帯状形 土剥片器l・砕、土片器4片2、 13. 65 1組（土器1組） j尺
11-14 32 lm 
フがロック15 310×230扇状 土器3砕醗、イ土パ器片17、 13. 74 
沢号の肩の部植とに土物がに集器沢が個中町点体番央そ
l組0cm （土器1組） j尺
11-14 33 スクレ ー9 12 









































































礁剥片 5点（磯番号103, 104, 110, 131, 132）から
なる．
ブ ロ ック 2
帰属不明土器片 4点，スクレイパー 3点〈石器番号15,
29, 50），剥片・砕片693点，磯剥片 3点 （磯番号113'1 




28, 30, 34, 35），帰属不明土器片76点， スクレイパ－
9点〈石器番号 7' 9 ' 18 ' 23 ' 26 ' 39 ' 41 ' 45 ' 94) ' 
荒割り磯 4点（石器番号110'112' 113' 114），剥片・
砕片299点，分割磯23点（磯番号 4' 18 ' 21 ' 32' 33' 
34 ' 35 ' 36 ' 41 ' 42 ' 48 ' 52 ' 53 ' 55 ' 57 ' 58 ' 59 ' 60 ' 
64, 66, 75, 77, 78），磯剥片21点（磯番号101, 102, 1 
07, 111, 112, 122, 123, 124, 125, 126, 127, 128, 1 
33' 134' 141, 142' 144' 146' 149' 150' 156），剥南陸
J真磯 1点（磯番号177），磯 ・小磯11点（磯番号190,204,
207, 212, 213, 215, 217, 218, 221, 226, 228），磨石
2点（蝶番号233,234）からなる
ブ ロ ック 4
スグレイパー 1点 〈石器番号 4），剥片 ・砕片13点か
らなる ．
ブロック 5
土器 1個体分（土器個体番号 1），帰属不明土器片 5
点，スク レイ パー 1点（石器番号61），剥片・砕片 9点，
分割磯 1点（磯番号73）からなる ．
ブロック 6
土器 2個体分（土器個体番号 1' 9），帰属不明土器
片3点，スクレイパー 5点（石器番号12,14, 19, 22, 
43），剥片・砕片25点，分割礁 5点〈磯番号 8I 13 > 20, 
26, 61），磯剥片 2点（蝶番号115'116），磯 4点（磯番
号185'199' 206' 210）からなる
フ。ロック 7
土器 2個体分（土器個体番号 1' 11），帰属不明土器
片2点，ス クレイパー 2点（石器番号 8' 28），剥片・
砕片88点，分割磯12点（磯番号 1' 5 ' 6 ' 9 ' 10 ' 14' 
44, 50, 56, 67, 68, 76），磯剥片 4点〈磯番号108' 10 
9' 119' 136），疎 2点（磯番号183'184）からなる．
。 50 10% 
ブロック i. ・－出；＇；，“〉．：：．“・：＇.＇ぷ出．“tーら．、．－ “＇.＇汗，；，.，.”・ー：.＇・：、・；：・＇”X山：．己：－・～÷・．日：・． 宅、＼：． ・日．川・．・：－．：匂：・：・ー：． ～・ ・ 〈：．：“λ叫〈・：・：ゃ．～父・．〈－．：：．：・：．：叩玖：－〈÷ず．：〉ア：：.ー：．：・．山．昨：，：，÷：子市：．：．・－・， ． ．．．．山nー．～：芯：．土，. ＝~士.＇＇.＇“． ：お：士．～．：－：”．．． ：目：：·：·ム“：：之．九：：－：：－：・三、吟可m・：ミ平：：・：：！；・E：・：：＇.；＇.＇九γh九：：.~＝：バ“.，.，.出五：．♂凸：．、．＼：．～.：.・白．ι，.凸山．、： 士ケ：〉．、’、．〉川叩平芯吟W一：穴：L一. ．♂山． 品：・：山古担り' 





























土器 5個体分（土器個体番号 7' 9 , 10' 11' 18)' 
帰属不明土器片23点，スクレイパー 7点（石器番号16,
17, 30, 34, 67, 78, 90），石核 2点〈石器番号105,10 
7），原石 1点（石器番号118），剥片・砕片93点，分割磯
12点（疎番号 2' 11 ' 12 , 15 , 17 ' 27 , 31 , 40 , 46 , 47 , 
51, 70），磯剥片 3点〈磯番号138' 147' 151)，磯・小
磯 9点（磯番号180,181, 182, 196, 197, 201, 211, 2 
22, 232），璃瑠 1点（番号 1），その他 1点〈番号 2)
からなる ．
ブロック 9
土器 1個体分（土器個体番号 7），帰属不明土器片 4
点，スクレイパー 3点（石器番号11,40' 76），分割磯
10点（蝶番号 7, 16, 22, 23, 24, 37, 71, 74, 79, 






土器 4個体分（土器個体番号 3' 6 ' 24' 27），帰属
不明土器片 9点，スクレイパ－ 3点（石器番号 3'52, 
79），剥片・砕片266点，分割磯 3点（磯番号45,81, 
82），磯剥片 7点（磯番号120,121, 145, 160' 161, 16 





点，スクレイパー 9点〈石器番号13,46, 55, 80, 83, 
84, 85, 86, 98），石核 1点（石器番号109），剥片・砕
片1,722点，分割磯16点（磯番号84,85, 86, 87, 88, 
89, 90, 92, 93, 94, 95, 96, 97, 98, 99, 100），磯剥
I ポプラ並木東地区遺跡の調査 49 
片9点（蝶番号166'167' 168' 169' 170' 171' 173' 1 
75' 192），滑石製平玉 4点（土壌水選による〉からなる．
ブロック13
土器 1個体分（土器個体番号 3），帰属不明土器片 4
点，スクレイパー 5点（石器番号31' 32 ' 47 ' 49 ' 70) ' 






土器 3個体分（土器個体番号10' 11, 23），帰属不明
土器片17点，スクレイパー 9点（石器番号 5' 20, 27' 
36, 38, 71, 73, 81, 82），剥片・砕片38点，分割磯 4
点（磯番号28' 29 ' 39 , 54 ），磯 ・小磯 5点（磯番号194,





ロックは，ブロック 2 (702点），プロック 3 (547点），
ブロック 11(379点〉の 3個所， 100点以上300点未満の
ブロックはプロック 7 (112点〉，ブロック 8 (171点〉，
ブロック 15(154点〉の 3個所である ．出土量が100点以
下のブロックはブロック 1c 5点〉，ブロック 4(14点〉，
プロック 5 (18点〉，ブロック 6 (46点〉，ブロック 9
(28点〉，ブロック 10(31点〉，ブ ロック 13(28点〉，ブ
ロック 14(20点〉の 8個所である．
このように，出土遺物量が300点をこえるブロックが



































































まず， 「完全組成型ブロッグ」は I群， E群にそれぞ
れ3個所づっみられるが，E群には含まれていない．さ
らに， E群のブロックはもとより I群においても墓とは
表 9 類型別にみたブロ ックの配置
完全組成型ブロック 中間組成型ブロック 不完全組成型ブロック
I 群（9個所） 2、3、8 ( 3個所） 5、6、7、9( 4個所） 4、10 ( 2個所）
Il 群（ 3個所） 11、12、13( 3個所） 無 無
田群（ 2個所） 無 15 ( 1個所） 14 ( 1個所）
注：ブロック 1は不完全組成型だがI～皿群外のため表からは除いた



























































































































































































































されたと判断されるブロックは，ブロック 10,11, 12, 
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で，ブロック 10'11 ' 12 ' 13を指す人、ずれも小規模で，
墓群から一定の距離をおいて配置されている．とくに，

























































i悠 4産 ・石 型車 片 E華 泊 碍量 玉
1号墓 1 3 。 1 。 320 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 3 
割高 l藍 7 3 
.l!土 3 1 70 
埋 土 2 1 94 
.l!土 l 1 l 100 
第 皿！百 1 49 
2号墓 。 。 。 1 。 799 。 。 。 。 。 1 。 。 。 。 。 。
機 底
埋土 4
塁塁土 3 47 1 
坦土 2 218 
思土 1 1 503 
第 皿 対 1 31 
3号墓 5 。 。 。 324 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 726 。
割高 l底 4 308 
明1土4・3 1 4 80 413 
草E土 2 1 127 4 
埋土 1 64 1 
第 IlIr! 49 1 
4号墓 。 。 。 。 。 161 。 。 4 2 。 。 。 。 。 。 2 。
機 l必 。
思 土 3 。
埋土 2 84 2 
.l!土 1 46 2 2 2 
第 四）jt/ 1 31 2 1 2 
5号墓 e・p- 3 。 1 。 115 。 。 1 3 。 。 。 。 。 。 17 。
割高 l伝 。
I聖士 3 1 ') 37 13 
t製土 2 1 28 2 2 
明！土 l 1 1 1 24 l l 2 
第 皿！同 1 26 3 2 
6号墓
。 。 。 。 。 23 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
機 l丘 。
思土 3 1 
型E土 2 。
.l!土 l 7 
第 皿 I国 15 
7号墓 ・3 1 。 1 。 87 。 。 つ 。 。 。 3 。 。 。 。 。
担質 l底 。
組土 3 ‘〉
埋土 2 30 1 1 
埋 土 1 ・》 1 38 1 2 
第 E J('j ・3- 17 
計 7 14 。 5 。 1,829 。 。 12 6 。 5 4 。 。 。 745 。
焼土 1 l 13 
焼土 2 4 3 693 ：~ l 
計 。 4 。 4 。 706 。 。 。 3 。 。 。 。 1 。 。 。
ブロy ク1 。 5 
ブ．ロック 2 4 3 693 3 l 
ブロック 3 10 76 9 299 4 23 21 l 8 3 ワ 3 
ブロ ック4 1 13 
フロ ック5 1 5 l 9 l 
ブロ ック 6 ・9< 3 5 25 5 ・3 4 
ブロック 7 ’P 2 2 88 12 4 ・〉
ブロック 8 5 23 7 93 ・同》 l 12 3 7 ・〉
ブロ ック9 1 4 3 。 10 5 1 
ブロック 10 1 ワ 15 
ブロ ック1 4 9 3 266 3 7 1 1 1 
ブロ ック 12 1 1 9 1,722 1 16 9 4 
ブロック13 1 4 5 13 ‘〉 -a》 1 
ブロック 14 1 2 4 
ブロック 15 3 17 9 38 4 3 つ
その他遺構外 29 174 2 29 4 524 8 4 。 11 1 9 1 。 。 。 。 。
総 i' 42 337 ワ 92 4 5,644 11 9 100 76 2 41 13 つ 4 ワ 750 3 
凡 例 ①土器個体総数について、同一個体の破片が複数の遺構や地点にまたがる場合、その数に過不足のある ことがある。それは墓出土の土器
個体数についても同様で、ある。例えば、 5号墓の場合埋土3層からは個体番号22の破片が出土、埋土2層と埋土 1層からは個体番号2
の破片がそれぞれ出土している。この場合個体総数は当然2となる、な どである。
















































ック 13, 14-12 (01) グリッドに各 1点づっ分布するほ
I ポプラ並木東地区遺跡の調査 57 
か， 72点はブロック 3に集中している．ブロック 3のな
かでは，長径140cm，短径80cmの範囲でひとつの集中区
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I ポプラ並木東地区遺跡の調査 61 
第28図土器個体番号9（土）と 10（下）の破片分布 ． 




ブロック8． ． ．  



















。 5 IOcm 
十一l3 












。 5 10cm 
6号墓





。 2 4m 
一





































十一1 ペイ止1 ／十一ll →！とll
30 ． 
焼土2 ＼ 













． ．，－ ・ k・．－ 

















。 2 4m 






























































ク3の17点，ブロック 12の2点となり ，残り 3点はそれ
以外の所に点在する．
ブロック3でのあり方をみると，これらの破片17点は，

















































































出土・分布： 破片総数18点のうち，ブロック 5, 6に












出土・分布： 破片総数16点のうち，ブロック 8, 15な
























ク8に各 1点づっ点在している（第29図） ．ブロック 15






















































もわかるとおり（ 6 -2・2），破片とな った土器は 1号
墓埋土 3層， 第E層（個体番号 1) ' 3号墓埋土 3層
（個体番号12)' 5号墓埋土 3層（個体番号22），埋土 2
・1層 （個体番号 2),7号墓埋土 1層（個体番号20,
42）から出土している．さらに，これらの土器はそれら
を含む墓 の副葬品である，と判断されたく 5寸 ・（4)).
つまり，この遺跡の墓に土器が副葬される場合，塘底部
表12 出土土器（番号13～42)
個体番号 出土位置、層位 部位 器種 文 4義
13 （テスト ・ピット） 口縁部 饗 円形刺突文・細隆起線文（横）
14 17-14(20）、E層 口縁部 費 細隆起線文（横、斜）
15 13-13(23）、四層 口縁部 鉢 （無）
16 12-13(21）、困層 口縁告~不明 円形刺突文
17 13-13(02）、皿層 口縁部 不明 （無）
18 フ、ロ ック8 口縁部 片口 （無）
19 ブ’ロック 9 口 縁 部 不 明 円形刺突文・細隆起線文（横）
20 7号墓埋土 Il醤 日縁部 不明 細隆起線文（縦）
21 12-12(13）、皿層 口縁部 不明 （無）
22 5号墓埋土3層 口縁部 不明 （無）
23 フやロック15 口縁部 不明 （無）
24 ブ、ロ ック11 口 縁 部 不 明 口唇上に刻白文
25 フやロック11 口縁部 鉢 円形刺突文
26 14 10(22）、E層 口縁部 鉢 口唇上に円形刺突文
27 ブロ ック11 口縁部 不明 細隆起線文（横）
28 7＂ロ ック3 ロ縁部 不明 （無）
29 （テスト ・ピット） 口縁部 聾 （無）
30 ブロック 3 口縁部 不明 （無）
31 14-11 (03）、皿層 底 部 不明 無文
32 12-12(12）、E層 底 部不明 無文
33 12ー10(22）、E層 底 部 不明 無文
34 ブロ ック 3 底 部不明 無文
35 フ。ロ ック3 底 部 不明 無文
36 17-14(20）、E層、（テストピット） 口縁部 不明 （紐通し孔）
37 15-15(22）、皿層、（テスト・ピット） 胴部下半 不明 細隆起線文（斜）
38 18-14(00）、E層、（テスト・ピット） 月間 部不明 帯状縄文（横・斜、RL)
39 （トレンチ、E層） 月間 部 不明 帯状縄文（横・斜、RL)
40 12-20、E層、（テストピット） 月間 部 不明 （無）
41 17-13(20）、皿層、（テスト・ピット） 月間 部 不明 隆起線文（横）
















































第34図－ 6、第33図 7f 、第 151~司 2、 第30図
第33図7e、第33図7h、
71 ポプラ並木東地区遺跡の調査I 
環として煮沸などで使用済みの容器方で，埋葬儀礼の番号 3,6,7,11の 4個体である．個体番号 3や 6は，
を中心的集積場に集合 ・破壊の後，中間的集積場や分枝
＼ 







とし、うこらくその大部分が儀礼的に破壊 ・処理される，ブロック 8には土器個体番号 7,中間集積場のうち，
とを示していよう．9 , 10, 11, 18など 5個体分の土器の破片が分布してい
このうち，動向がはっきりしているのは，個体番号Tこ． ということは一方土器片がブロックを形成している，
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器 f重 総数 個 体 番 号
土師器・杯 1 8 
鉢 7 2、7、11、15、25、26、42
片 口 3 5、9、18
注 口 1 10 
聾 6 l、3、6、13、14、29






墓 墓 墓 墓 墓 墓 墓 フ フ フ フ フ フ フ フ フ フ フ フ フ フ フ フ
口 口 口 口 口 ロ 口 口 口 ロ 口 口 口 口 日 口
2 3 4 5 6 7 、J 、ソ 、J 、ソ 、J 、ソ 、y 、J 、ソ 、ソ 、J 、y 、y 、ソ 、ソ 、ソ
ク ク ク ク ク ク ク ク ク ク ク ク ク ク
1ク5 外クτロヲ τEヲコ 下Zヲコ τc'J コ τc'J コ τEヲコ τEョコ 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 12 13 14 
第層Il 
ー ー ー a・‘ . ー a邑 l•• ． 司’ 司， 司．， 司’ 司， ー ‘a・’，．， ‘ 3 
卜＼ 一ーー’ーI-ー，－
．， 司’
ト、、 3 ~ 一 ー .9 一
~· 
ト＼ IY マ 司’土里 ト＼＼ ー ー ‘a’ . 6 土
ト＼＼
司， ．， 司，





a・‘ 皐 ー 司，｜
‘l’ ｜ ‘’ 
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I ポプラ並木東地区遺跡の調査 73 
表16 器種、部位別にみた文様
束。 ~ 文 隆 起 線 文 縄 文（ R L) 
器種 部位 刻 目文 沈線文 個体数
円 形 小楕円 爪・方形 縦 位 横イ立 斜位 横 走 斜行 ~~ ~犬
口唇部上 A 
. 




~ レ－－ ー～～～～ 4‘ 4‘ 鉢 目同 部 レ－－－ ト～～ .. ‘ 3 企 ト～1 . 2 
底 部 。
計 3 2 。 2 。 。 2 。 。 6 
口唇部上 。
口 縁 部 。
5 
片口 月間 音日 。
底 部 。
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
口唇部上 。
10 
~ 口 縁 部 y 
1同 部 占
i主；口 凡
底 書店 ＼ 。
i主 口部 ロ 'o 
個体 数 。 。 。 。 。 。 。 。
口唇部上 。





之、 5 長二事聾 一『 ＿.・‘ . ・．ゆ＿＿＿..て
ー／
司ー．， 司．，ー1同 部 ～～～＼ 司， 3 
号
底 部 。
個体 数 3 5 3 2 。 。 。 5 
口唇部上
． 
16 4 20 12 I. l圃・ ． ． ． 口 線昔日 ． ，． ． 7 ー 一 .27 回目＇ ~ ~ 圃42置、 卜＼ 一ー レ一一
E員 部 .4「＼＼ レ一一レーーーー「、一一一戸
不明
レー一
i --- ＼＼  
目同 音日 Ill--一 「.4238. 一 •• 5 ． －.・． ． ． E・
底 吉日
39 。
イ固 f本数 3 。 2 2 3 3 3 。 12 
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92点
第36図 スクレイパーの破損
。 ~o 100% 
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I ポプラ並木東地区遺跡の調査 77 
4点、





















2 （焼土 2）の693点，プロック 3の299点，ブロック 11
































。。 2 3 4 5 幅（cm)
第40図 スクレイパー長幅関係
第41図 剥片石器，石核の自然面





















さは，aが主体を占めるといえよう ．さらに a, b, c 

















4日 ・ 1 ・
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2号
799点 3号墓． ． ． 
中 国目  ・中司11
的3点．・ ． ・－． 
． 
→2-.10 • 中一10
． ． ．． 
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1feリg・ ・Mし戸！ ・3,160 1,535 754 156 35 4 5,644 
2 墓別にみた大きさ別数量（介類可能資料I,726点）
b e 
号基 243 54 20 2 。
2 号必 632 113 35 。 。 。
号 ~·~ 246 34 18 。 。
4 号説 94 34 5 。 。 。
号五L 76 16 6 。
6 号基 13 。。 。 。
7 号 ：弘 37 29 7 。 。
~、 吾ロ＋』 1,341 285 91 2 。
3 代表的ブロ ック にみられる大きさ別数量
b d e 
フ示ロック 2 528 142 22 1 0 0 














フーロック11 177 65 24 0 0 0 266 
フ－ロック12 1,194 417 102 6 3 0 1,722 




































設打面の形態をとっている ．そこから剥離される剥片は， (2) 遺構 （墓）外での状況
幅広，貝殻状など不定形が大半で，大きさも a～ c段階 土器や磯器 ・礁類などとちがって ，剥片石器だけで明
が一般的である（第44図－1) まれに d～ f段階もみら 瞭なブロックを形成していた史跡は読み取れない（第38
れるが同一剥離面の中で単発的にあらわれる現象で（第 図〉．むしろ，土器や磯器 ・磯類によ って形成されたプ
44図－2），技法的には定型的なものではない． ロックに混在， という形で組み込まれているとみなし得
③ 荒割り磯・原石 9点、 ょう
9点のうち原石は，わずか 1点で，半かん状のもので 各ブロックにどのような石器が組み込まれているかな
ある． どは既に述べた（5-4・（2)) し， またそれらの性格なども
荒割り礁は，磯皮を大きく残すもので不規則な割れ口 先の分析（5-4・（3）～（5））で詳述した．
を示している
⑦ 璃瑠の砕片 7点 (3) 磯器・磯
不規則に破砕した小片が出土 している．分布（第52図〉 ここで言う機器 ・礁の石質は，火山岩系の凝灰岩，安











石器だけをみると （第45図） ，スクレイパー（92点） ある ．
が93.9%で，石鉱（ 2点〉，不定形石器（ 4点〉を大き ① 敵石 15，点
くうわまわっている． し、ずれも屑平な礁の周縁や一面に打痕をとどめてお
このように，石器組成の主体はスクレイパーによって り，敵打行為を示すものである．全資料とも割れており ，
占められている ，という点に特徴を見出すことができる ． 4例の接合資料にも完形品はみられない．
3 出土および分布状況 接合資料番号 5，接合資料番号 7，接合資料番号 8,







墓から出土した石器は，1号墓（表 1) ' 2号墓（表 53, 73, 79, 83の15点である ．
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2.83 1.32 0.34 頁岩、石鍬
2.15 1.18 0.41 頁岩、石皇族、×
3. 60 3 .49 1. 53 
3 . 52 2. 84 0. 85 
3.26 3.22 0.96 
3.25 2.50 0.89 
4 .13 2. 94 0. 93 
4.36 2.96 1.95 
3.04 2.31 0.99 
10 3.29 3.15 1.04 
11 3.15 2.37 0.73 
12 3 .46 2. 98 0. 62 
13 2.93 3.13 1.74 
14 4.39 4.06 1.48 
15 2.56 1.44 0.68 
16 2.12 2.59 0.76 
17 3. 00 2. 34 1.11 
18 2.10 2.38 0.51 
19 4. 39 3 . 03 1. 35 
20 2.32 1.95 0.61 
21 2.53 2.90 0.81 
22 3.69 3.46 1.55 
23 1.61 1.53 0. 77 
24 2. 97 3. 4 7 1. 27 
25 3.80 3. 74 1.29 
26 2.22 2.41 0.79 
27 3.71 1.89 1.40 
28 3.32 3.39 1.12 
29 2.47 2.41 0.62 
30 2.38 3.02 0.81 
31 2.33 2.80 0.89 
32 2.88 2.45 0.87 
33 2. 98 3 . 40 0 . 89 
34 2.05 3.92 1.48 
35 4.03 4.41 1.22 
36 2. 83 2 . 26 1. 09 
37 3.66 2.43 1.26 
38 2.43 2.21 0.80 
39 2.84 2.00 0.90 
40 1.96 2.83 0.24 
41 2.22 2.10 0.42 
42 2.09 2.89 0. 72 
43 3. 45 3 . 04 0. 79 
44 2.26 1.34 0.60 
45 2.69 2. 77 0.58 
46 2.08 2.66 0.80 
47 1.74 1.91 0.65 
48 3.14 2.75 1.26 
49 3.02 2.68 0.62 
50 2.47 1.59 0.44 
51 3.08 1.98 0.34 
52 2. 20 2 . 62 1. 23 
53 2.49 2.05 0.90 
54 3.04 2.79 l.31 
55 2.27 3.06 1.86 
56 3.28 2.47 1.07 
57 3.14 2.32 0.85 
58 2.74 3.18 0.72 















































































60 1.26 1.41 0.45 
61 1.59 1.62 0.28 
62 3. 70 3. 83 0. 98 
63 2.91 4.32 1.56 
64 2.90 2. 73 1.20 
65 3.59 3.18 1.12 
66 3.96 3.10 0.87 
67 3.53 2.76 1.16 
68 2.88 2.45 0.60 
69 3.28 3.89 1.22 
70 1. 66 1. 79 0 . 43 
71 2.64 2.60 0.75 
72 2. 76 2.25 0.43 
73 1.59 1.80 0.52 
74 3.07 2.22 0.53 
75 2.54 2.23 0.94 
76 2.87 2.31 0.67 
77 2.65 2.41 0.58 
78 3.66 2.31 0.86 
79 2. 76 1. 81 0. 97 
80 2. 84 1. 72 0. 93 
81 1.85 2.19 0.50 
82 
83 2.90 2.20 0.95 
84 2.17 2.34 0.72 
85 2.89・ 2.47 0.82 
86 2.00 2.17 0.68 
87 2. 57 1. 80 0 . 66 
88 3.08 3.26 1.10 
89 2.01 2.24 0. 75 
90 2.75 2.51 0.46 
91 3.48 2.85 1.25 
92 3.24 1.85 0.64 
93 1.46 2.55 0.53 
94 0.87 1.84 0.27 
95 3.15 4.04 1.64 
96 3.35 2.54 1.33 
97 2.51 2.27 1.26 
98 3.30 2.62 1.37 
99 3. 28 2. 00 1. 85 
100 4.04 2. 75 2.31 
101 3.79 3.66 1.93 
102 4.02 2.81 1.97 
103 2 .68 3 .03 1. 30 
l 04 4. 32 4. 33 2 . 95 
105 3.99 4.00 1.67 
106 3.29 4.33 1.56 
107 4.01 2.86 1.63 
108 3.24 1.75 2.16 
109 3.86 2.90 3.01 
110 9.72 5.17 3.54 
111 2.46 l. 96 1.89 
112 3.52 2.17 1.69 
113 6.77 6.32 2.69 
114 3.84 2.71 1.84 
115 4.55 5.0③ 1.94 
116 5.84 2.83 2.20 
117 3.54 3.72 2.95 




















































































られる．前者は， 15点（磯番号182,184, 187, 197, 19 







































磯番号 出グリ土ッ地ド 遺ブロッ構ク 重量g 使用痕 火炭化物付着熱 備 考
179 12ー13(20) 遺構外 64 
180 13-13 (1) ブロック 8 34 
181 13-12 (13) ブロック 8 90 
182 13-12(23) ブロック 8 90 有
183 12ー12(32) ブロック 7 72 
184 12-12 (32) プロック 7 260 有
185 12ー12(20) プロック 6 18 
186 14-10 (12) ブロック13 22 
日7 13一日（00) 7:-:!1白 100 有
188 12ー12(21) 遺構外 110 
189 14-13(01) 遺構外 33 
190 12-11(30) ブロック 3 60 
191 12ー14(02) 遺構外 54 
192 13-13(20) 遺構外 1 
193 13-12(02) ブロック 9 18 
194 12-15 (0) プロック15 27 
195 11-15 (2) プロック15 116 打痕（？） 敵石か？
196 13-13 (21) プロック 8
197 13-13(11) ブロック 8 44 有
198 15-12(33) 遺構外 132 
199 12ー12(20) ブロック 6 90 有
200 11-15(21) ブロック15 139 
201 13-13 (21) ブロック 8 300打痕（？） 有 融石か？
202 12-12 (2) 遺構外 412 有
203 12-11 (03) 遺構外 524 有
204 12-10(23) ブロック 3 158 有
205 13-13 (2) 遺構外 157 
206 12-12(11) ブロック 6 47 
207 12-11(20) ブロック 3 15 
208 14-13(02) 遺構外 24 
209 12-12 (30) 遺構外 有
210 12ー12(20) プロック 6 30 有
211 13-12(3) プロック 8 15 有
212 12ー10(23) プロック 3 117 
213 12-11 (30) プロック 3 30 
214 14-11 (10) 遺構外 42 
215 12ー10(23) ブロック 3 30 有
216 14ー10(12) ブロ γク13 51 有
217 12-11(20) ブロック 3 12 
218 12ー11(11) ブロック 3 35 有
219 12-13(01) 遺構外
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I ポプラ並木東地区遺跡の調査 .as 
表20 分割磯の属性
出土地遺憾 火熱・
磯番号 重量E 縫合関係使用痕 割取り法
グリッ ド ブ ロ ッ ク 炭化物付着
出土地遺構 火熱・
磯番号 重量g 接 合 関 係 使 用 痕 割取り法
グリッドブ ロ ッ ク 炭化物付着
1 13-12(02) ブロック 7
2 13ー 13(10) ブロック 8
3 12ー13(10) 遺構外
4 12-10(33) ブロック 3
5 12-12(32) ブロック 7
6 12ー12(33) ブロ yク7
7 13-12(02) プロ yク9
8 12-12(21) プロック 6
9 12ー12(32) ブロ yク7
10 12-12(32) ブロック 7
148 I 接合資料 品
初4f番号1 無 ¥!,I 
160 l接合資料片面に剥緩痕 畠
160 I番号2 ’ 
721接合資料 ~ 
202 I番号3 "" 
158 I 接合資料 』
iso I番号4 － 
58 I L 周縁に打痕
｜接合資料 （ 




























































































































































































































































































64 13ー10(03) ブロ y ク3 84 
65 14-12 (12) 遺構外 146 
66 12-11(00) ブロ ・17 3 106 
67 12-12(32) ブロ y ク7 82 
68 13-12 (03) 遺構外 36 
69 13-12(01) 遺構外 78 




11 13ー 12(13) プロック 8 70 銀
ニ
鉱
…12 13ー13(10) プロ y ク8
13 12-11 (13) プロック 6
14 12-12(33) プロック 7
15 13-13(10) ブロ yク8
16 13ー12(10) ブロ y ク9
17 13-13(20) ブロック 8
18 12-10(33) ブロ yク3
19 13ー 13(00) 7号墓・
埋土 l層
20 12-12 (20) ブロック 6
21 12-11 (10)' ブロック 3
22 13-12(30) ブロ yク9
23 13-12(30) ブロ yク9










































30 14-10(12) ブロ ・y713 180 
68 ( 接合資料如














































































































1,300 I ノ 周縁割取り痕l接合資料 （ 
2s2 I番号11 片面に事l態痕 ） 







31 13-12(23）プロック 8 218 一 片面に擦痕 O
盤32 12吋 1(10) ブロ yク3 136 
33 12-11 (30) ブロァク 3 560 一 片面に打痕 O
無34 12-11 (10) プロ yク3 108 
35 12ー11(20）ブロック 3 242 一 片面に打痕無
36 12ー11(00）ブロ yク3 452 ー くぼみ石 無
37 13-12(10）ブロヅ 79 196 ー 無
38 12ー10(33）ブロ yク3 352 一 無
39 11-15(21）ブロ yク15 142 ー 無
40 13-12 (23) プロ yク8 186 周縁に打痕． 
41 12-11 (20) ブロ yク3 106 - 鑑
42 12ー 11(00）ブロ yク3 526 一 無
43 13ー12(02) ~d千M 338 ー無
44 12-12(33）ブロ yク7 378 一 片面に打痕。
45 15-12(01) ブロ ・1711 272 
46 13-13 (10) 7・ロ.， 7 8 230 
47 13-13(20) ブロ yク8 124 ー

















49 14ー10(12) ブロ.， 713 136 -
50 12ー12(32) ブロ.， 7 5 206 
51 12ー12(22) フロソク 8
52 12-11 (10) ブロ・； 7 3 
53 12-1 (10) フロ yタ3
54 11-15(21) ブロ yク15




















71 13-12(22）プロック 9 1,040 ー 無 無
72 12-12(32) 金主警防 300 繁え誇介・無 ． 
73 13ー12(00) プロ y ク5 280 



















































75 12ー11(30）ブロック 3 300 ー 無 無
16 12-12(321 A1千~ 200 ー無 無
77 12ー11(00) プロ y ク3 260 










79 '13-12(20) ブロ y ク9




84 14-11 (32) ブロッ ク12
85 14ー 11(32) プロック12
86 14-11(22) プロッタ12
87 14ー11(22) フロ y ク12 86 
88 14-11(32) ブロ yク12 240 
89 14-11 (32) ブロック12 190 
90 14-11 (32) ブロ yク12 210 
91 13ー12(20) ブロァク 9 180 
92 14-11 (32) ブロック12 23ゆ
93 14-11(32) プロッ".I'12 70 
94 14ー11(32) ブロック12 30 


















96 14ー11(22) ブロ yク12 20 ~ 無
番号13
97 14-11 (32) ブロック12 10 
98 14-11 (32) ブロック12 20 
99 14-11(32) ブロック12 20 




























































23-l 12ー 11(10) ブロ y ケ3
-2 12-11(10) ブロ y ク3
234目1 12-11(00) ブロ yク3
-2 12-11 (00) ブロック 3
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接合資料番号 1：磯番号 1+ 2 
接合資料番号 2：磯番号 3+ 4 
接合資料番号 3 ：磯番号 5+ 6 
接合資料番号 4 ：蝶番号 7+ 8 
接合資料番号 5：磯番号 9+10 
接合資料番号 6：磯番号11+ 12 + 13 + 14 
接合資料番号 7：磯番号15+16 
接合資料番号 8：磯番号17+18 





接合資料番号13：磯番号92+ 93 + 94 + 95十96+97 +98 
+99+100 






1 接合資料番号 1: 2点が破断口で接合し，原石の
約%になる ．蝶番号 1は，「磯ブロック 5」（13-12
(02），第E層中〉に，機番号 2は 「礁ブロック 6」（13-
13 (10），第皿層中〉にみられ，その距離は直線にして
約2.5mである．




3 接合資料番号 3 : 2点が破断口で接合し，原石の
約%強になる .2点はいずれも ， 「磯プロック 5」（12
-12 (32），第E層中〉で，その距離は直線にして約0.9
mである。
4 接合資料番号 4: 2点が破断口で接合し原石の約
%になる ．磯番号 7は「磯ブロック 7」(13 12 (20)' 
第E層中〉に，磯番号 8は「磯ブロック 4」（12-12





5 接合資料番号 5: 2点が破断口で接合し原石の約
%強になる .2点はいずれも「磯ブ ロック 5」(12-12
(32），第E層中〉 にあり ，わずかO.lmと近接している．










7 接合資料番号 7: 2点が破断口で接合し原石の約
Mになる．磯番号15は「磯ブロック 6」（13-13(lo), 
第E層中〉に ，磯番号16は「磯ブロック 7」（13-12(10)' 
第E層中〉にあって，その距離は直線にして約4.lmで
ある ．





9 接合資料番号 9 : 3点が破断口で接合し原石の約
%になる ．磯番号19は 7号墓の埋土 1層中にみられた
磯番号20は「磯ブロック 4」(12-12(20），第E層中）
表21 鳴き・号制蛤湖’初清嗣長兄
基喜 纂 墓 墓 墓 墓 墓 フ フ フ
ロ 口 口
2 3 4 5 6 7 、J 、y ‘Y 
号 号 号 号 号 号 号
ク ク2 ク3 
纂フ Il 
































%になる .2点とも 「磯ブロック 7」（13-12(30），第
E層中〉にあり ，その距離は直線に して約0.2mである ．




られる ．その距離は直線に して約3.6mであ る．
12 接合資料番号12: 2点が接合し原石の約%にな






フ フ フ フ フ フ フフ フ フ ブ
ロ 口 ロ ロ 口 口 口 ロ 口 口 ロ、ソ 、7 、y ‘Y 、：， 、Y ‘ソ 、y 、2 ‘y 、y
ク6 ク7 ク8 ク9 1ク0 1ク1 1ク2 ク13 ク14 1ク5 タクト
）［； 23 ：~ 85 
96 86 















＝情：的48・． （ 接圃｜1ls ー（接・圃9) 














ブロック 3」（12・1 (30)' 12-11 (10），第E層〉のな
かにあり ，その距離は直線にして約1.3mである 磯番














2号 小 牒 229 埋土 3
4号 6 分割喋 43 埋土 1
分割傑 76 埋土 1
陳剥片 119 埋土 1
機剥片 155 埋土 l
分割傑 72 埋土 2
分割悌 80 埋土 2
5号 4 分割雌 62 埋土 1
蝶剥片 159 埋土 1
礁剥片 163 埋土 2
蝶剥片 174 埋土 2
7号 分害IJ礁 19 埋土 1
機 187 埋土 1
小傑 232 埋土 1
分割蝶 83 埋土 2
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83) 2点，磯剥片（磯番号119, 155, 159, 163, 174) 
5点，磯（礁番号43> 62 I 72 I 76 I 80 > 187) 6点であ
り，火熱や炭火物付着のもの（磯番号43I 62 I 72 I 18 7 ) 
がわずかに 4点みられる．また，7点 （磯番号19,43, 
























































12-10(10～20) 100×40 帯状 傑剥片 5点（傑番号103、104、
110、131、132)
70×20 円 機製j片 3点（剥番号113、129、
134) 





12-1 (JO）、 12-11(11) 





















c . 90×50、分割l磯 3点、日曜劇j
片 6点、磯1点、計10点





















































300×160 不錠 分害I］傑12点（傑番号2、11、12、3つの小ブロ yク
15、17、27、31、40、46、47、51、70）、 a : 170×40、分割燦3点、























































































































































































































































































































































































































































































































I頂に a, b, c, eとした小ブロックが20～30cm間隔で、
並列，d小ブロックがC小ブロックの東側に突出した状
態で位置する ．磯ブ ロック 4は， 5号墓の上部から裾部
にかけて形成されているが，礁は裾部に 3～4点ずつ 3
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ヅロック 4, 5 ' 6 , 7 , 8 , 9 ' 11)が7個所と多く
みられる ．分割礁，磯剥片，礁の 3者で構成される点が




番号 8' 13, 26, 199, 210），磯ブ ロック 5で7点（磯
番号 1, 9' 10, 14, 44, 50, 184），磯ブロック 6で13
点（磯番号 2' 11 ' 13 ' 15 , 31 , 40 ' 46 , 47 ' 51 , 182 , 1 
97, 201, 211），機ブ ロック 7で5点（磯番号 7, 16' 
22, 23' 24），磯ブロック 8で 3点〈磯番号45,81, 82), 
磯ブ ロック 9で16点〈磯番号84～90,92～100），機ブ ロ
ック 11で 2点（磯番号29,54），それぞれ含まれている ．
それによると ，火熱 ・炭化物付着が認められる礁は，も
っとも多いもので 6割強（磯ブロック 9），もっとも少




















された） ' 4号墓に 2点， 5号墓に17点，そしてブロッ
クlHこ1点，ブロック 12に4点出土した（表11,5・1,5 
・4-(2）・②および第53図②，第54図〉















磯ブロック 3では，接合資料番号16' 17' 18の3組が
確認された．そのうち，接合資料番号18によれば小ブロ





磯ブロック 6' 7' 9にもあてはまるであろう ．
機ブ ロック間で接合 ・同一個体が確認されているもの
につぎのようなものがある．
機ブ ロック 3からは ，磯ブ ロック 4 （接合資料番号
9），傑ブロック 6 （接合資料番号 8），磯ブロック 7
（接合資料番号16）のすくなくとも 3個所へと礁が持ち
出されている．磯プロック 4'5' 6は接合資料番号 6
によって ，磯ブロック 4と7は，接合資料番号 4によっ


















ブロック 11の平玉は 2類，ブロック 12の平玉は 1点（番
号112）以外 2類に属する．番号112はこの遺跡から出土













































































































































































































































































































































45 z . 5 1. 3 1. 6 
2.6 1.3 1.6 3（固
2.5 1.3 1.6 










1の平玉の接合は， 2組 （No. 88の①＋②， No. 227 
+No .228）が確認されている．接合面は分割面で， 二
次的な研磨など施していない. 2の分割面の観察の結果























































































































































































































































































































































































































2. 7 1.3 
2. 7 1.3 










































































































第52図 琉E白、有孔礁、 瑞瑞、 その他の介布
6号墓
































































































墓 名 直接関連するブロ ック名 間接的に関連するブロ ック名
3号墓 11、12 3 
I期 4号墓 11、12 3 













玉によってブロック 11, 12あるいはブロック 3と直接，5-(5)) 
ブロックしカミし，間接的に関連があったと推定される．
11や12はブロック 3から土器片や磯器 ・礁などがもたら墓地の構造ー墓とブロックの形成過程一2 
されて形成されたと推定されるから ，滑石製平玉こそ検


























































































































村編 1981)，江別市吉井の沢 l遺跡 E-7, 13 , P -210, 




















か 1974）の第E群土器のうち，「杯 BIT d類」として
分類されている杯に類似している ．ここ でいう第E群土



















































墓34( 1点〉， 墓64(12点〉（高橋編 1981）や同旧豊平
河畔遺跡の資料（ 7点〉（北沢 1985）あ るいは，同吉
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北海道大学構内のポプラ並木といえば，現在は観光名
所でもある．この地域に続縄文時代末期の遺跡が存在す
ることは，埋蔵文化財調査室が以前に実施した構内一帯
の第一次分布調査で判明した．調査室のメンパーがこの
地点に特にふかし、関心をも ったのは，ここから採集され
ていた遺物が，いわゆる「北大式」に分類されるとおも
われるものが主体をしめていたからである ．土器型式名
がしめす様に，北大式土器はそのタイプサイトが北大構
内の何処かにあったのであるが，詳細は不明で，かつ，
その型式内容が十分にあきらかにされていたとはいえな
い状況にあった．それで，この仲間の良好な資料の出現
がまたれていたのである．横山英介君の執筆にかかわる
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本報告は，この問題の解決の一助になる資料である ．こ
こでおこなわれた遺物の詳細な検討は，多くの興味ある
結論をもたらしてはいるが，その結論のある部分につい
ては，埋蔵文化財プロジェクトチームのなかでも完全な
意見の一致が得られているわけではない．特に遺跡の構
造分析については，今後，同様な資料の増加とより詳細
な研究そして民族学的な資料からの幅広い検討が必要で
あろうと考える．
こうした重要な問題提起にかんしては，各界諸氏から
の御意見を是非うかがわせていただきたし、と熱望するも
のである ． （文責吉崎昌一〉
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